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参考資料１０ 災害拠点病院の分布状況 
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参考資料１１ 京阪神都市圏において想定される主な活断層型地震 
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参考資料１２ 基幹的広域防災拠点のイメージ（首都圏広域防災拠点整備基本構想より） 
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a  
b  

c  e  

d  

g  

f  

i  

h  

j

k  

a 大津市+滋賀県水の受水団体
b 京都市
c 京都府水の受水団体
d 大阪市
e 大阪府水の受水団体（大和川以北）
f 大阪府水の受水団体（大和川以南）
g 神戸市
h 阪神水道の受水団体（ｇを除く）
i 兵庫県水の受水団体（ｇ・ｈを除く）
j 奈良県の受水団体
k 和歌山市

説明エリア

参考資料１３ 地震時における水道水の供給安定性概略評価 
 
本基本構想の対象である京阪神都市圏において、地震時における水道水の供給安定性につ

いて概略評価を行った。 

ここでは、京阪神都市圏の主要な上水道事業及び水道用水供給事業ごとについて図－１の

ように水道の特性（事業区域、供給エリア単位等）に応じたエリア設定を行い、地震時にお

ける水道水の供給安定性を計測する６つの項目（貯留施設容量、緊急時貯留量、管路整備状

況、管路耐震化レベル、水源水系数、液状化の安定性）を評価指標とし、各事業体に対して

行ったアンケート「結果を基にして得点化を行い、各エリアの水道水の供給安定性の相対的

な評価を行った。（図－２） 

この結果、都市部を抱える割合が多いエリア（ｄ、ｇエリア）では一般的に安定性が高く、

都市周縁部（ａ、ｃ、ｋエリア）が低い傾向を示した。また、比較的広域な圏域を対象とし

ている水道用水供給事業の供給エリア（ｅ、ｆ、ｉ、ｊエリア）でも安定性が高い傾向を示

している。 

兵庫県南部地震の経験から積極的に耐震化整備を推進している神戸市に相当するｇエリア

を１つの整備目標と考えると、ｇエリアに加え、ｄ、ｊエリアが高い評価結果と言える。一

方、広域連絡管によるバックアップシステム中ではネットワークの末端にあたるｂエリア（京

都市）及びネットワーク中のｃエリア（京都府水の受水エリア）、ｅ、ｆエリア（大阪府水の

受水エリア）、ｈエリア（阪神水道の受水エリア）が相対的に水道水の供給安定性が低く、バ

ックアップシステムがネットワークとしての機能を果たすためには、ｃ、ｅ、ｆ、ｈエリア

の安定性を確保する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜図－１ 水道特性に応じたエリア設定＞ 
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＜図－２ 水道水供給安定性の概略評価結果＞ 
 
 

 
 
 

 
 
 


